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	自発的に動き、チームに貢献する社員になるために！
若手３～８年社員仕事力向上講座




	セミナー概要

	

	日時
	２０１7年 １月２４日（火）
１０：００ ～ １７：００（昼食お弁当ご用意）

	

	会場
	大阪商工会議所502Ｂ会議室（堺筋本町･谷町四丁目）

	

	
	

	受講料
	会員２４，６９０円　一般　３７，０３０円
※一人当たり。テキスト、お弁当、消費税込

	
	

	講
師
	株式会社Smart Presen 

代表取締役　新名 史典 氏
大学院で生態学・環境科学を研究。サラヤ株式会社で営業・マーケティング・商品開発の仕事に携わる。同社在職中に約３千件の開発案件を手掛け、20代で部長職に抜擢される。

独立起業後は、プレゼンテーション力・組織力・企画開発力等を得意分野とするコンサルタントとして活躍。年間280件以上の研修を行う人気講師。著書に『上司を上手に使って仕事を効率化する「部下力」のみがき方』（同文舘出版）。


　　　　　　　　　　　　　　　申込方法・注意事項・お問合せ　　　　　　　　　　　　　　　
①下記欄にご記入のうえFAXでお申し込み下さい。申込み後３営業日以内に受付確認のご連絡を、開講１週間前に受講票を原則メールでお送りします。受付の確認や受講票が届かない場合は下記までご連絡下さい。

②受講料は下記に開講２営業日前迄にお振込み下さい。左記を過ぎてのキャンセルは受講料の返金はいたしかねます。

	りそな銀行大阪営業部 当座 ０８０８７２６
三菱東京ＵＦＪ銀行瓦町支店 当座 ０１０５２５１

三井住友銀行船場支店 当座 ０２１０７６４
	・口座名 大阪商工会議所  ｵｵｻｶｼｮｳｺｳｶｲｷﾞｼｮ 
・ご依頼人番号　９１１０１０００００ の１０桁と貴社名をご入力下さい。

・振込手数料は貴社にてご負担下さい。左記銀行と埼玉りそな銀行の本支店のATMからのお振込は手数料不要。


③講師業・士業・コンサルタント業等、講座の進行を妨げたり他の受講者の迷惑となる行為がある(あった)方、反社会的団体の構成員と認められる方は、受講をお断りします。
④ご記入頂いた情報は大阪商工会議所からの各種連絡･情報提供のために利用するほか講師に参加者名簿として配布します。
◎主催・お問合せ：大阪商工会議所　研修担当　TEL：０６－６９４４－６４２１　FAX：０６－６９４４－５１８８

受講申込書　この用紙のまま　06-6944-5188　にFAXしてください
	会社名
	
	会員番号
	

	所在地
	〒
	業　種
	

	
	
	従業員数
	人

	フリガナ
受講者名
	
	年齢
	歳
	性別
	男・女
	所属部署･役職
	

	
	
	受講者メルアド
	

	フリガナ
受講者名
	
	年齢
	　　　歳
	性別
	男・女
	所属部署･役職
	

	
	
	受講者メルアド
	

	連絡担当者名
	
	連絡担当者所属部署･役職
	

	連絡担当者メルアド
	
	TEL
	
	FAX
	

	受講料
	人分　　　　　　　円を　　　月　　　日　　　　　　　　　　銀行へ振込予定

	受講票について
	□受講票は連絡担当者気付けでメール希望　□受講票は受講者本人宛でメール希望　□受講票はFAXで送信希望


Thanks Ticket　対象





入社後３～８年目は、仕事の成果を期待される年次です。与えられた仕事をこなすだけでなく、自発的に行動し、上司・後輩など周囲を巻き込み、協力して一段高いレベルの仕事に取り組むことが求められます。


本講座では、効果的な仕事の進め方や周囲と連携して仕事を進める上で必要なコミュニケーション能力を、豊富な実践演習を通じて習得します。





プログラム





１．ガイダンスとショートワーク


・私・あなたゲーム【グループワーク】


・皆さんが学びたいことをアウトプットしましょう





２．仕事を効果的に進めるためのスキル


・これまでに出会ってきた仕事のできる人【ワーク】


・できる人はどのようなスキルを持っているのか？





３．自分を客観的に観る【演習＋講義】


・ソーシャルスタイル診断


・異なるタイプの人とコミュニケーションをとるために





４．異なるタイプに交渉をしかける！【グループワーク】


・「仕事の依頼」を実行してみましょう！


・相互に振り返り課題を明確にする








５．他者を「認める」ことを理解する【講義＋演習】


・他者を「認める」とは？


・ほめることと叱ることは決して相反するものではない








６．部下としての振る舞い方「部下力」【講義＋演習】


・組織ではほとんどの人が「部下」の立場


・部下力に必要な３つのステップ








７．チームとして仕事するために【講義＋発表】


・チームとして機能しているのはどこからか？（演習）


・まとめと各位の学びのアウトプット








